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Ⅰ．入学者選抜の基本方針

　本校専攻科（複合工学専攻）では、教育方針“ 技術者である前に人間であれ ”を堅持し、

地域社会や産業界とともに、21 世紀の国際社会で活躍貢献できる個性と人間性豊かで実践的

能力を備えた高度な技術者の育成を目的とし、「求める学生像」に沿って、その能力と適性

を有する人材を選抜するため、推薦による選抜、学力検査による選抜及び社会人特別選抜を

行います。

　推薦による選抜においては、出身学校長が責任を持って推薦した学生で、本校専攻科の教

育を受けるのに必要な素養と基礎学力を有した学生を選抜するため、目的意識、意欲、適性

などに関してアドミッション・ポリシーに定めた観点にて面接（専門分野の口頭試問を含む）

を行い、出身学校長から提出された調査書、推薦書及び TOEIC（IP を含む）スコアの結果を

合わせて総合的に評価します。

　学力検査による選抜においては、本校専攻科の教育を受けるのに必要な素養と基礎学力を

有した学生を選抜するため、目的意識、意欲、適性などに関してアドミッション・ポリシー

に定めた観点にて学力検査及び面接を行い、その結果を TOEIC（IP を含む）及び出身学校長

又は学長から提出された調査書の結果を合わせて総合的に評価します。学力検査は、数学及

び各コースの専門科目を記述方式の試験により評価します。

　社会人特別選抜においては、本校専攻科の教育を受けるのに必要な素養と基礎学力を有し、

社会人としての業務実績をもとに更なる専門知識の習得に意欲を持つ学生を選抜するため、

目的意識、意欲、適性などに関してアドミッション・ポリシーに定めた観点にて小論文、面

接（各コースの専門分野の口頭試問を含む）及び TOEIC（IP を含む） スコアの結果を合わせ

て総合的に評価します。

Ⅱ．求める学生像

　次の学力を有し、人間性豊かな人の入学を望みます。

(1) 工学に対する関心が高く、工学についての基礎学力と自然科学についての学力を有し、

自ら学ぶ意欲がある人

(2) モノづくりに対する関心が高く、体験してきた人

(3) 学んだことを自らのことばで伝えることのできる日本語の能力及び英語の基礎学力を

有している人

各コースの受入れ方針
○機械工学コ－ス

　機械工学に関連する分野の基礎学力を有し、基礎を応用して、より高度な技術を自ら

身に付けようとする意欲のある人、専門分野の知識や得られた成果を簡潔に説明・発表

できる人

○電気電子創造工学コ－ス  

　数学・英語の基礎学力と電気電子の専門基礎学力を有し、電気・電子・情報につい

て自ら学び、その分野を積極的に研究できる人

○物質工学コ－ス

　材料工学や生物工学等の諸分野に関する化学の基礎学力を有し、より高度な専門知識

と問題解決能力の修得と自学自習の意欲があり、協調性を持ってチャレンジできる人

○建築学コ－ス

　建築学における、生活に密接に関わる安全・快適な建築物及び居住環境や都市空間

について関心があり、これらの分野の基礎学力を有し、自ら学ぶ意欲のある人

令和６

入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）



教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー）

　1.　準学士課程において培った知識に基づき、より深く高度な自然科学系およびリベラルアー

　　ツに関する知識について説明することができ、論理的に結論を導くことができる能力を身に

　　つけるために、高度な自然科学系科目およびリベラルアーツ科目を設け、講義、演習を主と

　　した学修方法により展開する。

　2.　応用的な事例や課題の解決において解析的に考え、評価できる能力を身につけるために、

　　より深く高度な専門科目を設け、講義、実験、演習を主とした学修方法により展開する。

　3.　社会的倫理観・責任感を持ち、他者とのコミュニケーションにより、工学的プロセスをデ

　　ザインすることができる能力を身につけるためにエンジニアリングデザイン系科目を設け、

　　講義や演習・実験を展開する。

　4.　生涯にわたって新たな知識・技術を自ら学ぶ自発的学習ができ、知識・技術を新たな社会

　　へつなぐための創造的活動によって、社会に対して提案できる能力を身につけられるように

　　特別研究や実務研修系科目を設け、学生と指導教員の双方向性を重視した総合的な学修を展

　　開する。

修了の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）

育成する人財像
　教育理念「技術者である前に人間であれ」に基づき、豊かな人間性を有し、高度な技術力と創

意工夫によって社会の発展に貢献する「今を見つめ未来を創る技術者」の育成を目指す。

修了認定の方針
　小山工業高等専門学校は、次に掲げる能力を身に付け、小山工業高等専門学校学則で定める修

了認定の要件を満たした学生に対して、専攻科の修了を認める。

　1.　準学士課程において培った知識に基づき、より深く高度な自然科学系およびリベラルアー

　　ツに関する知識について説明することができ、論理的に結論を導くことができる。

　2.　準学士課程において培った工学、技術の知識に基づき、より深く高度な工学、技術の専門

　　知識を身に付け、応用的な事例や課題に深く高度な専門知識を用いることができ、専門分野

　　において解析的に考察し評価することができる。

　3.　人間・文化・社会を理解し、倫理観・責任感を持ち、自分の意見を論理的に表現できると

　　ともに他者の意見を的確に理解し、周囲の人々と尊重しあいながらコミュニケーションを取

　　ることで、工学的プロセスをデザインすることができる。

　4.　生涯にわたって新たな知識・技術を自ら学ぶ自発的学習ができ、知識・技術を新たな社会

　　へつなぐための創造的活動により、社会に対して提案ができる。

成績評価方法に関する方針
　1.　講義科目においては、科目ごとの到達目標を設定し、小テストや課題・レポートなどの平

　　常の取組と定期試験の結果を総合的に勘案し、到達目標に対する到達度を評価する。

　2.　実技・実験・実習・演習およびプロジェクトベース科目などの実践的科目においては、課

　　題への取組状況、レポート、発表などを総合的に勘案し、到達目標に対する到達度を評価す

　　る。

　3.　特別研究においては、研究成果をまとめた論文または制作物、研究発表、取り組み姿勢な

　　どを総合的に勘案し、到達目標に対する到達度を評価する。
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※入学予定者数が募集定員に満たない場合は、二次募集を行うことがあります。

推 薦 に よ る 選 抜
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Ⅴ　推薦による入学者の選抜

　出願の前に、学位授与申請及び本校の技術者教育プログラム（募集要項中「専攻科入学案内」

ⅵページ「技術者教育プログラムについて」を参照。）に対する学習の適否を判断する必要が

あります。出願前に予め成績証明書（科目ごとの成績及び修得単位数が証明される書類。）、シラ

バス又は履修内容を証明したものの提出が必要です。（本校卒業見込者は、シラバス又は履修内

容を証明したものの提出は、不要です。）各自、適否を確認してください。

令和６

(1)　 本校以外の教育機関の出身者は、事前に下記の書類を提出してください。

　　　単位取得証明書及び成績証明書（点数評価書）

　　　シラバス又は履修内容を証明したもの

      提出期限　　令和５年４月１７日(月)

(2)　 願書受付              

      期  　間　　令和５年５月８日(月)から５月１０日(水)

                  (郵送の場合は、５月１０日(水)必着とします。)

      時  　間　　９：００から１７：００まで

      場  　所　　小山工業高等専門学校　学生課入試係

                  〒323-0806  栃木県小山市大字中久喜771

TOEIC（IP を含む）のスコア証明書の原本及び写しを提出してください。

ただし、推薦選抜検査日から過去２年以内に取得したスコアを有効とします。

なお、原本がないものは認めません。原本は、確認後返却します。
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　入学者の選抜は、面接（専門分野の口頭試問を含む）、出身学校長から提出された調査書、

推薦書及びTOEIC(IPを含む)スコアの結果を総合して行います。

700円

令和５年５月１７日(水) 

開始20分前までに本校の指定する場所に集合してください。

    令和５年５月２６日(金)　１０：００

    本校に掲示するとともに、その合否を出身学校長及び本人に文書で通知します。

      (電話等による合否の問い合わせには、一切応じません。)

　　 ※　１０時以降にホームページによる合格者速報を行います。なお、このサービスについては、

　　　　  万全を期しておりますが、「合格通知書」等により再度、確認願います。

　　　　　　ＵＲＬ　https://www.oyama-ct.ac.jp

　合格通知を受けた者は、令和５年　５月３１日(水) （必着）までに、「入学確約書」を提出し

てください。期限までに「入学確約書」を提出しない場合は、本校に入学する意志がないも

のとして取り扱います。

－ 5 －



「推薦選抜」の結果、合格しなかった者で「学力選抜」を希望する場合は、再度、検定料を納入

のうえ下記の書類を整え、令和５年５月３０日(火)までに手続きを完了してください。

なお、郵送する場合は書留郵便とし、封筒の表に「専攻科出願書類在中」と朱書してください。

「推薦選抜」に合格しなかった場合の手続き

700円
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(2) 高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。）の専攻科の課程を修了し

    た者のうち学校教育法第５８条の２（同法第７０条第１項及び第８２条において準用する場合を含

    む。）の規定により大学に編入学することができる者(令和６年３月卒業見込みの者を含む。)

　出願の前に、学位授与申請及び本校の技術者教育プログラム（募集要項中「専攻科入学案内」

ⅵページ「技術者教育プログラムについて」を参照）に対する学習の適否を判断する必要があり

ます。出願前に予め成績証明書（科目ごとの成績及び修得単位数が証明される書類）、シラバス

又は履修内容を証明したものの提出が必要です。（本校卒業見込者は、シラバス又は履修内容を

証明したものの提出は、不要です。）各自、適否を確認してください。

(1)　　事前に下記の書類を提出してください。（本校卒業見込者は提出不要です。）

   　　単位取得証明書及び成績証明書（点数評価書）

   　　シラバス又は履修内容を証明したもの

   　　提出期限　　令和５年５月１９日(金)

　　期　　間　　令和５年５月３１日(水)から６月２日(金）

　　時　　間　　９：００から１７：００まで

　(郵送の場合は、６月２日(金)必着とします。)

　〒323-0806　栃木県小山市大字中久喜771

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(2)　　願書受付

１４

１４

令和６年

令和６年

（令和６年３月卒業見込みの者を含む。）

　　場　　所　　小山工業高等専門学校　学生課入試係

Ⅵ　学力検査による入学者の選抜
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4

5 8

・既卒者は、履歴書（写真の貼付は不要）を提出してください。

・

700円

ＴＯＥIＣ（IＰを含む。）スコアの証明書の原本及び写しを提出してください。

ただし、学力選抜検査日から過去２年以内に取得したスコアを有効とします。

なお、原本がないものは認めません。原本は、確認後返却します。
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電気電子創造工学コ－ス 電気磁気学、電気回路、情報工学、電子回路

有機化学、無機化学、物理化学、生物化学、化学工学

建築計画（法規・環境工学を含む。）、建築構造（建築材料含む。）

　入学者の選抜は、学力検査、TOEIC（IPを含む）、面接及び出身学校長又は学長から提出された

調査書の結果を総合して行います。

－ 9 －



令和５年６月１７日(土)

開始20分前までに本校の指定する場所に集合してください。

令和５年６月２３日(金)   １０：００

（電話等による合否の問合せには、一切応じません。）

※　１０時以降にホームページによる合格者速報を行います。なお、このサービスについて

　　は、万全を期しておりますが、「合格通知書」等により再度、確認願います。

　　　　　　ＵＲＬ　https://www.oyama-ct.ac.jp

　合格通知を受けた者は、令和５年９月１５日(金)（必着）までに、「入学確約書」を提出

してください。期限までに「入学確約書」を提出しない場合は、本校に入学する意志がない

ものとして取り扱います。

出題の内容に応じ、関数電卓を貸与します。

９：３０〜１１：００

１３：３０〜

１１：２０〜１２：２０
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(2) 高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。）の専攻科の課程を修了

　　した者のうち学校教育法第５８条の２（同法第７０条第１項及び第８２条において準用する場合

　　を含む。）の規定により大学に編入学することができる者

 (3)

 (4)

 (5)

 (6)

 (7)

 (8)

(1) 事前に下記の書類を提出してください。

　　単位取得証明書及び成績証明書（点数評価書）

　　シラバス又は履修内容を証明したもの

　　提出期限　　令和５年１０月１３日(金)

(2) 願書受付

期　　間　　令和５年１０月２５日(水) から１０月２７日(金)

　　　　　　(郵送の場合は、１０月２７日(金)必着とします。)

時　　間　　９：００から１７：００まで

場　　所　　小山工業高等専門学校　学生課入試係

　　　　　　〒323-0806　栃木県小山市大字中久喜771

（注）郵送の場合は必ず書留郵便とし、封筒の表に「専攻科出願書類在中」と朱書してください。

　　　　　　　

　出願の前に、学位授与申請及び本校の技術者教育プログラム（募集要項中「専攻科入学案内」

ⅵページ「技術者教育プログラムについて」を参照）に対する学習の適否を判断する必要があり

ます。出願前に予め成績証明書（科目ごとの成績及び修得単位数が証明される書類）、シラバス

又は履修内容を証明したものの提出が必要です。各自、適否を確認してください。

者

１４

１４

－11－

Ⅶ　社会人特別選抜



4

5 8

① 社会人としての勤務業績等を600字以内にまとめたもの。

② 在籍期間を証明するもの。

・既卒者は、履歴書（写真の貼付は不要）を提出してください。

・

等の

ＴＯＥIＣ（IＰを含む。）スコアの証明書の原本及び写しを提出してください。

ただし、社会人特別選抜検査日から過去２年以内に取得したスコアを有効と

します。なお、原本がないものは認めません。原本は、確認後、返却します。

－12－

700円



　入学者の選抜は、小論文、面接（専門分野の口頭試問を含む）及びTOEIC(IPを含む)スコア

の結果を総合して行います。

令和５年１１月１１日(土)

（専門分野の口頭試問を含む）

開始20分前までに本校の指定する場所に集合してください。

令和５年１１月１７日(金) １０：００

本校に掲示するとともに、合格者本人に文書で通知します。

(電話等による合否の問い合わせには一切応じません。) 

　※　１０時以降にホームページによる合格者速報を行います。なお、このサービスについて

　　　は、万全を期しておりますが、「合格通知書」等により再度、確認願います。

　　　　　　ＵＲＬ　https://www.oyama-ct.ac.jp

　合格通知を受けた者は、令和５年１１月２４日(金) （必着）までに、「入学確約書」を提

出してください。期限までに「入学確約書」を提出しない場合は、本校に入学する意志がない

ものとして取り扱います。

１３：３０〜１４：３０

１５：００〜
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Ⅷ　その他

１　入学者選抜に関する合理的配慮の提供に関して

２　出願上の注意事項

３　出願書類に関する個人情報の取り扱い

４　受験に際してのお願い

　入学者選抜において障害等を理由とした合理的配慮の提供を希望する者は、入学願書提出期

限の一か月前を目安に学生課入試係までご相談ください。

　なお、合理的配慮の提供には準備に時間がかかることもあるため、願書受付期間を過ぎてか

らの相談及び申請では、希望する合理的配慮を受けられなくなる可能性がありますので注意し

てください。

　詳しくは、学校ホームページに記載がありますので、ご確認ください。

　　https://www.oyama-ct.ac.jp/exam/senkouka_admission/

（小山高専ホームページ）

－14－

(1) 受験票は、入学願書を受理後、本人に交付又は郵送します。検査当日は、受験票を必ず持参

　してください。

(2) 出願書類提出後、住所又は合格通知書等の受け取り先を変更したときは、直ちに、本校学生

　　課入試係に受験番号及び氏名を記入のうえ届け出てください。

　入学願書や調査書等に記載されている情報及び選抜検査結果等の個人情報は、入学者選抜の資料

として利用するとともに、次の目的のためにも利用します。



(1) 入学手続は、令和６年２月に行い、合格者には、１月中に、別途、通知します。

(2) 本校以外からの合格者は、卒業証明書等を令和６年３月２９日(金)までに学生課入試係に提出(郵送

    可)してください。

－15－

小山工業高等専門学校 学生課入試係

 電話　０２８５―２０―２１４１

 FAX　 ０２８５―２０―２８８２（学生課）

 E-Mail　nyushi@oyama-ct.ac.jp

５　入学手続

６　その他





令和６年度小山工業高等専門学校専攻科

平成

平成・令和

平成

平成・令和

平成・令和

平成・令和

平成・令和

平成・令和

平成・令和

平成・令和

平成・令和

平成・令和

平成・令和





令和６年度小山工業高等専門学校専攻科

氏名

平成

平成

令和

平成

令和

上記のとおり相違ないことを証明する。

令和





令和６年度小山工業高等専門学校専攻科

平成
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所属部・課・係
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出 願 者 氏 名
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納付された検定料の返還請求ができるのは、次の場合になります。

・検定料を納付したが出願しなかった場合

・検定料を重複で納付した場合

上記の場合は、総務課財務係までご連絡ください。

令和５年　５月　１日（月）から　５月１０日（水）まで

令和５年　５月２４日（水）から　６月　２日（金）まで

令和５年１０月１８日（水）から１０月２７日（金）まで

振込受付証明書と振込金受取書は、金融機関の受領印があることを確認のうえ受け取

ってください。

入学検定料「振込受付証明書」貼付票に振込受付証明書を貼付して出願してください。

振込金受取書は、本人の控えとして、受験票が手元に届くまで大切に保管してください。

別紙の振込用紙を最寄りの金融機関に持参して納入してください。

銀行、信用金庫、農協、ゆうちょ銀行など全国の金融機関窓口で納入できます。（ATM は

使用しないください。）

金融機関の窓口にて納入してください。 （ATM は使用しないください。）





　具体的には１）工学理論のみでなく、実験・実習、実学に裏付けされた技術者の育成。２）専門分野を

持ちながらも他分野も見通せる複眼的なものの見方や考え方ができるフレキシビリティのある技術者の

育成である。そのため、専門分野の習熟と共に、共通科目を設け、複眼的で柔軟なものの見方の修得を

目指します。

　機械工学コ－スは、主として機械工学科を卒業した学生に対して、準学士課程で修得した専門

性を活かし、技術の細分化、複合化に柔軟に対応できる知識を持ち、かつ環境にも配慮できる基

礎と応用力の修得を目指します。

　機械系、電気・電子・情報系、科学を基礎とした材料工学・生物工学・化学工学等の分野、及び

建築学の諸分野の基礎学力の養成と各専門性を深めつつ、技術の複合化・高度化の進む産業社

会に柔軟に対応できる人材の養成を目指します。

平成１１年 ４月 １日（設置）

平成２２年 ４月 １日（改組）

平成３０年 ４月 １日（コース変更）

①機械工学コ－ス

②電気電子創造工学コ－ス

③物質工学コ－ス

④建築学コ－ス

－ⅰ－− i −



（２）電気電子創造工学コ－ス  

　電気電子情報系学科を卒業した学生に対して、現代社会を支えるエネルギー・制御・

情報に関する高度な知識・技術を広く教授する。技術の複合化が進む社会に専門性を

活かして柔軟に対応できる高度技術の基礎・応用力と研究能力の修得を目指します。

（３）物質工学コ－ス

　主として化学や生物に関する物質工学系の学科を卒業した学生に対し、高専で修得し

た専門性を活かし、技術の複合化、ハイテク化の進む産業社会の構造に適応した知識・

技術を広く教授する。材料工学、生物工学、化学工学に関する高度技術の基礎及び応用

力の修得を目指します。また、情報等の幅広い知識も得られるよう配慮しています。 

（４）建築学コ－ス

　主として建築学科を卒業した学生に対して、高専で修得した専門性を活かした応用力

の育成を主眼とし、専門科目、特別研究等を通して高度で科学的な学習はもとより、地

域に密着した堅実で現実的な技術及び知識の修得を目指します。また、情報などの幅広

い知識も得られるよう配慮しています。 

　高等専門学校卒業者で一定の要件を満たした場合、大学改革支援・学位授与機構の審査

により学士の学位を取得できます。これは、大学卒業と同等の水準にあると認められたこと

で、本校の専攻科は、大学改革支援・学位授与機構の認定を受けております。

　本校専攻科の学士修了要件を満たした方は、専攻科修了時に学士(工学)の学位を取得で

きます。

　なお、本校以外から本校専攻科を受験される方及び本校卒業生についても、専攻科入学

前の取得科目により、大学改革支援・学位授与機構が定める専攻に係わる授業科目・単位が

不足するときには、それらを取得する必要があります。

　［参考］大学改革支援・学位授与機構の学位取得のための申請に伴う審査手数料

　　　　　　32,000円(令和３年度)

　教育課程は、一般科目及び専門科目で構成されており、専攻科を修了するためには、一般

科目及び専門科目を合わせて６２単位以上修得する必要があります。修了に必要な科目等の

要件及び開設科目の学年別配当単位数は別表を参照してください。また、本校の技術者プロ

グラムとして「複合工学系(複合工学専攻)」に必要とされる単位を満たす必要があります。

　なお、詳細については、入学後にコース主任、専攻科事務担当者等にお問い合わせくださ

い。

－ⅱ－− ii −



改定

改定

小山工業高等専門学校 学生課入試係

 電話　０２８５―２０―２１４１

 FAX　 ０２８５―２０―２８８２（学生課）

 E-Mail　nyushi@oyama-ct.ac.jp

　高等教育の修学支援新制度により、家計基準・学力基準等の条件を満たす場合、授業

料等の減免と、日本学生支援機構の給付奨学金（原則返還不要）の支援を受けることが

できます。

　また、学資負担者の死亡・風水害による被災等特別な事情がある場合には、入学料・

授業料免除の対象となる場合があります。

－ⅲ－− iii −



機 械 工 学 コ ー ス

コ ー ス 共 通 科 目

専 門 基 礎 科 目

電気電子創造工学
コース

電気電子創造工学専攻実験
電気電子創造工学演習
情報セキュリティ論
画像情報工学
ディジタル通信
ロボット工学特論
システム制御論
電気エネルギー論
計測システム論
光応用工学論
電磁エネルギー工学
高周波工学
電離気体力学
材料物性特論

28

11

28

１年
特別研究Ⅰが合格しない場合は、特別
研究Ⅱを受講することができない。

2年

－ⅳ－

＊1

＊2

＊1 物質工学コース対象

＊2 建築学コース対象

− iv −



物 質 工 学 コ ー ス

建 築 学 コ ー ス

30

31

食品化学
情報処理

バリアフリー・デザイン論

反応工学

－ⅴ－− v −
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技術者教育プログラムについて

　本校では、専攻科における各専攻のカリキュラムと各専攻に関係する各学科（本科）４・５

年のカリキュラムから構成され、本校独自の明確な学習・教育目標を持った技術者教育プログ

ラム「複合工学系（複合工学専攻）教育プログラム」を策定し、平成１６年度より実施、運用

して来ています。そして、その技術者教育プログラムについて日本技術者教育認定機構（Japan 

Accreditation Board of Engineering Education：ＪＡＢＥＥ）による認定審査を平成１７年

度に受けています。ＪＡＢＥＥによって認定されると、本校の技術者教育プログラムが大学学

部相当の工学教育の質や水準、学習・教育の量を持つことになり、プログラムの修了生は社会

的にも、また国際的にも技術者として必要な工学基礎教育を修得したものとして保証されるこ

とになります。また、技術士の第１次試験が免除されることになります。

　本校は、“技術者である前に人間であれ”を教育理念として開校以来人間教育に基づく実践

的技術者の育成に努めてきました。近年、科学技術の高度化、教育の高学歴化、高度情報化社会、

産業や経済の国際化、そして地域社会に開かれた学校など、本校を取り巻く社会環境は大きく

変化し、時代や環境変化に即応できる技術者の育成が必要になっています。

　本教育プログラムは、このような状況を考慮して、本校の伝統である豊かな人間性を育てる

教育理念は堅持しつつ、高専の特長である早期専門導入教育に基づいた工学基礎及び専門基礎

教育の系統的で継続的な教育制度を生かし、地域社会や産業界の中だけでなく、21 世紀の国際

社会で活躍貢献できる個性と人間性豊かなより高度の実践的能力を備えた技術者を育成するこ

とを目指しています。これらのことは本校の教育理念とともに、育成する人財像、行動目標、

教育方針、並びにディプロマ・カリキュラム・アドミッションポリシーの三つのポリシーにも

包含されており、ＪＡＢＥＥプログラムとしてもこれらの流れを汲んだ学習・教育目標、技術

者像を掲げています。

◯学習・教育目標

専門工学分野の知識を生かすとともに、広く社会的、地球的視野を持った考え方や生き方がで

きる技術者の養成

◯育成しようとする技術者像

産業界だけでなく、地域や国際社会で活躍できる、人間性豊かな創造的、実践的技術者

　本技術者教育プログラムは上記の技術者を育成するために、本科４、５年および専攻科１、

２年の４年間のカリキュラムで構成されています。そのため、専攻科に入学したすべての学生

はプログラムの履修対象者となります。プログラムの履修登録をしないで在学することはでき

ません。
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１．本教育プログラムを修了するには、（１）～（７）のすべての要件を満たす必要があります。

（１）学士の学位を取得すること。

（２）専攻科において６２単位以上修得し、専攻科を修了すること。

（３）専攻科および本科４・５年を含めて計１２４単位以上修得すること。

（４）専攻科および本科４・５年において人文科学・社会科学等（語学教育を含む。）を１０

単位以上、数学・自然科学・情報技術を１０単位以上、および専門工学分野３６単位以

上を修得すること。

（５）専攻科および本科４・５年において、プログラムが設定する次の基礎工学に関する科

目群の中から少なくとも 1科目、合計６科目以上の単位を修得すること。

①設計・システム系科目群　②情報・論理系科目群　③材料・バイオ系科目群

④力学系科目群　⑤社会技術系科目群

（６）プログラムが指定する下記の必修科目

１２単位（６科目）を修得すること。

①システムデザイン　②環境技術　③技術者倫理　④経営工学　

⑤プロジェクトデザイン　⑥産業財産権

（７）本プログラムの５つの学習・教育到達目標について、次表に示される評価方法をすべ

て満たすこと。

２．本校以外の高等専門学校・大学・短期大学、専門学校等から専攻科に入学した学生につい

ては、他の教育機関で修得した履修授業科目等を本校４・５学年の履修授業科目へ読み替え

るものとします。

　　読み替えは、ＪＡＢＥＥ専門委員会の議を経て本教育プログラムの単位として認定されま

す。

技術士・技術士補とは

　技術士制度は、技術的専門知識及び応用能力と豊富な経験を有する優れた技術者の育成を図

るための、国による技術者の資格認定制度です。

a) 技術士は、

　技術士法に基づいて行われる国家試験 ( 技術士第二次試験 ) に合格し、登録した者だけに与

えられる称号です。国は、この称号を与えることにより、その人が科学技術に関する高度な応

用能力を備えていることを認定することになります。従って、技術士は、科学技術の応用面に

わたる技術者にとって最も権威ある国家資格と言えます。

b) 技術士補は、

　技術士法に基づく国家試験（技術士第一次試験 ) に合格し、登録した者だけに与えられる称

号です。

　技術士補は、技術士となるのに必要な技術を習得するため、技術士を補助することになって

います。

　この技能修得後、技術士第二次試験を受験できます。

　本校のＪＡＢＥＥの認定を受けて修了した者は、この資格を有しています。



(A)科学や工学に関する基本的知識
を習得し、専門工学分野の問題に応
用して適切な解を求められる。

※専攻科入学年度の学生便覧を参照すること。

目標の評価基準

(B)問題点を把握し、俯瞰的な考察に
基づく科学的方法を駆使しながら協
働で作業し、主体的に結論を導く姿
勢を保てる。

(C)数学および自然科学に関する基
礎知識を習得し、それらを総合的に
応用できる。

(D)科学・技術が自然や社会に与え
る影響を、豊かな人間性を備えた技
術者としての視点に基づいて理解で
きる。

(E)クローバル社会で通用する研究
調査や実験の計画を適切に立てて結
果を論理的にまとめ、外国語も用い
て正確に他者に理解してもらうこと
ができる。

各コースの該当科目：（あ）専門分野(1)基礎工学②情報・論理系科目　（い）専門分野(1)
基礎工学 ③ 材料・バイオ系科目 （う）専門分野 (1)基礎工学④力学系科目　（え）専門
分野(2)専門工学の知識・能力（専門工学系科目）、これらを、以下の条件で 修得すること
で評価する。

・各科目のシラバス記載の各達成目標が、明示された評価方法で60%以上達成されていると
認められたうえで、科目として合格している。
・修得した科目の評価を、S評価=4、A評価=3、Ｂ評価=2、C評価=1として計算した、Grade
 Point(GP)の平均は2.0以上であること。
・これらの科目を20単位以上修得すること。

各コースの該当科目：（あ）専門分野(1)基礎工学①設計・システム系科目（い）専門分野
(2)専門工学の知識・能力(専門工学系科目および創造性・PBL系科目) の科目群のエンジニ
アリングデザイン関連科目および実験実習等の科目、について修得すること。

・各科目のシラバス記載の各達成目標が、明示された評価方法で60%以上達成されていると
認められたうえで、科目として合格している。実験実習・研究等を実施してその報告書・
論文等を提出させ、ルーブリック方式またはシラバス記載の方法で評価する。
・最終的に本科の卒業研究もしくは専攻科の特別研究の成果について1回以上、外部発表を
行うことで評価する。

各コースの該当科目：数学・自然科学・情報技術科目、について修得することで評価する。

・各科目のシラバス記載の各達成目標が、明示された評価方法で60％以上達成されていると
認められたうえで、科目として合格している。
・修得した科目の評価を、S評価=4、A評価=3、Ｂ評価=2、C評価=1として計算し、修得した
科目のGPの平均は2.0以上であること。
・これらの科目を12単位以上修得すること。

各コースの該当科目：（あ）人文科学・社会科学等の「人間と科学Ⅰ、Ⅱ」（い）専門分野
（1）基礎工学⑤社会技術系科目（う）専門分野（2）専門工学の知識・能力（専門工学系
科目）の科目群の資源やエネルギー、環境に関連した科目［所属コースの中から４単位以
上を修得すること。機械コース：熱力学、水力学Ⅰ・Ⅱ、エネルギー工学。電気電子創造
工学コース：パワーエレクトロニクス、新エネルギー発電、電力系統工学、高電圧工学、
電気法規、電磁波工学、電磁エネルギー工学、電気エネルギー論。物質コース：環境化学、
生物資源工学、環境有機化学。建築コース：建築設備、環境デザイン論、設備システム論。］、
について修得することで評価する。

・各科目のシラバス記載の各達成目標が、明示された評価方法で60％以上達成されていると
認められたうえで、科目として合格している。
・「環境技術」および資源やエネルギー、環境に関連した科目のGPの平均は2.0以上である
こと。ただし、これらの科目は6単位以上修得すること。

各コースの該当科目：（あ）人文科学・社会科学等（い）専門分野(2)専門工学の知識・能
力(創造性・PBL系科目)の科目群の科目およびその他の科目を修得すること。

・各科目のシラバス記載の各達成目標が、明示された評価方法で60％以上達成されていると
認められたうえで、科目として合格している。実験実習・研究 等を実施したときは、その
報告書・論文等を提出させ、ルーブリック方式またはシラバス記載の方法で評価する。
・TOEIC400点と同等以上のスコアを得ることで評価する。

　なお、修得とは、各科目のシラバス記載の各到達目標が、明示された評価方法により60％以上
達成されていると認められたうえで、科目として合格することです。
　
　以上のように、技術者教育プログラムを修了するためには、専攻科の修了以外に多くの条件が
必要となります。したがって、専攻科入学前の２年間（高専４、５年、短期大学、または、これ
らに相当する学習期間）と専攻科の在学期間を通して上記要件を満たすことが危惧される場合も
ありますので、専攻科入学以前の学習状況について調査して入学後の措置（補習等）を予め検討
しておく必要があります。

－ⅷ－− viii −
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